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巻頭言 Message

 農研機構は、第5期中長期計画を策定し、この4月より

新たな5年間の研究・技術開発を、新たな体制で開始し

ました。九州沖縄農業研究センター(略称：九沖研)は、

他の地域農業研究センターとともに、農研機構の4つの

研究セグメントの1つである「スマート生産システム」

（＝スマート農業技術により農業生産の徹底的な強化を

目指す）の中で、生産現場である地域農業の問題を迅速

かつ効果的に解決することを目指します。

 九州・沖縄地域は、温暖多雨な気候により農畜産物の

生産に適し、全国の農産物産出額の2割を占める食料供

給基地であるとともに、アジア諸国に近く輸出拡大にも

有利です。例えば肉用牛の全国シェア(産出額)は44％、

同様にイチゴで35％、サツマイモで31％であり、これら

の品目は海外の人気も高く輸出額が急増しています。

　一方で、肉用牛では人手不足などによる繁殖効率の停

滞、サツマイモは輸送中の腐敗問題や2018年に国内で初

めて確認された基腐病の被害拡大、栽培に手のかかるイ

チゴは生産者や作付面積の減少などによる生産の不安定

化、北部九州の基幹作物である稲・麦・大豆の水田輪作

では気象災害の頻発による収量・品質の不安定化などの

問題が発生しています。

　このため、九沖研ではICTなど新技術を活用した肉用

牛・イチゴなどの高効率な生産やサツマイモの早急な病

害抑制による生産安定化と輸出拡大、水田輪作ではデー

タ駆動型生産技術を活用した気象リスクの低減などによ

る高収益営農を目指します。

　研究課題の設定・計画の具体化では、これらの目標を

達成するためのボトルネックは何か、これを乗り越える

ためにはどのような切り口が必要かというバックキャス

ト型アプローチで臨み、限られた研究リソース(人員、

施設、予算)を集中して、効果的に研究を進めます。

　例えば、和牛肉では、輸出拡大に必要な肉用牛の増頭

に貢献する繁殖効率の向上が重要です。特に発情・人工

授精適期の見逃しは分娩機会の大きな損失となりますの

で、これらの高精度な検知・判定技術を開発します。ま

た、増頭には、肥育速度の向上技術の開発も重要となり

ます。具体的には、これまで、繁殖農家による子牛市場

出荷のための肥育管理と、その子牛を購入した肥育農家

がいわゆる‟飼い直し”をするという肥育管理の無駄が

ありましたので、これを改善して、繁殖から肥育の継ぎ

目のない効率的な管理技術を開発します。また、このよ

うな高効率な肥育に必要となる自給飼料の低コスト安定

生産技術を開発します。

　研究推進にあたっては、農研機構内の特に農業情報研

究センター、新設の農業ロボティクス研究センターおよ

び植物防疫研究部門など他の研究センターとの連携、民

間企業や大学との共同研究、行政・普及機関や生産者と

のネットワークの強化により、インパクトある成果を創

出し、継ぎ目なく社会実装につなげます。その際には、

早い段階でプロトタイプを現場に使ってもらい、その結

果を研究にフィードバックして技術を改善した上で速や

かに社会実装します。

　これらの取組により、九州沖縄地域の農畜産物・食品

の産業競争力強化と輸出拡大、地方創生、そして我が国

の食料自給率の向上に貢献したいと思います。

　職員一同、これらのミッション達成に向けて、新たな

気持ちで「ピリッと仕事、元気な職場」をモットーに

日々前進していきたいと思います。引き続き、皆様のご

指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

研究の紹介 1 Research  highlight

多収で病害虫抵抗性に優れる

でん粉原料用サツマイモ品種「こないしん」

～サツマイモ基腐病抵抗性にも期待～

暖地畑作物野菜研究領域　

小林 晃

　サツマイモでん粉は、南九州の地域経済を支える重

要な品目の一つです。以前は、その用途の多くはぶど

う糖や水飴などの糖化製品原料でしたが、片栗粉や葛

粉の代替、お菓子、麺類、水産練り製品などサツマイ

モでん粉の特徴を活かした食品用途への利用が年々増

加しています。これまで、多収で、でん粉品質に優れ

た品種「シロユタカ」が、長年、でん粉原料の主力品

種として使われてきました。しかし近年、農家数の減

少や単収の低下、サツマイモつる割病の多発、2018年

に国内で初めて発生が確認されたサツマイモ基腐病の

被害の拡大などにより、でん粉工場では深刻な原料不

足に悩まされています。このような背景のもと、2019

年に品種登録出願された品種が「こないしん」です。

　

　「こないしん」は高でん粉・多収の「九州162号」

を母、多収の「九系04136-16」を父とし、2009年に行

った交配の中から選抜されました。いもの収量および

でん粉収量は、「シロユタカ」よりも2～5割ほど優れ

ています。つる割病や線虫に対する抵抗性も持ってい

ます。「こないしん」は、基腐病の初発生と時を同じ

くして誕生しましたが、幸運なことに基腐病にも抵抗

性を持っていると考えられ、現在検証を進めていま

す。でん粉の品質に影響するでん粉の白度は「シロユ

タカ」並みに高く、粘度特性も似ているため、利用面

においても「シロユタカ」から「こないしん」へスム

ーズに置き換えることができます。

　でん粉を意味する“粉”と変革を意味する“維新”

を合わせた「こないしん」という名には、サツマイモ

でん粉をめぐる現状を変える品種になって欲しいとい

う期待が込められています。鹿児島県内の多くのでん

粉製造事業者による「こないしん」の栽培が始まって

います。また、少なからず焼酎醸造適性も有している

ことから、焼酎原料として利用する取り組みも始まっ

ています。基腐病の被害が深刻化する中、「こないし

ん」がサツマイモに携わる多くの方々の希望の品種と

なることを切に願っています。

　「こないしん」の特性や栽培上の留意点等を取りま

とめた標準作業手順書（SOP）を公開していますの

で、関係者の方は是非ご活用下さい。

　本品種の育成は、生研支援センター「イノベーション創出

強化研究推進事業」(高品質・多収なでん粉原料用カンショ品

種の育成)の支援を受けています。

サツマイモでん粉をとりまく現状

「こないしん」への期待

多収で病害虫抵抗性に優れる

「こないしん」

（こばやし あきら）
▲「こないしん」の

　塊根

▲サツマイモでん粉を使った一般商品例

▲「こないしん」の特性や栽培上の留意点

等を取りまとめた標準作業手順書 (SOP)

を公開していますのでご活用ください。
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